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１．はじめに   
⑴ 「日本型食生活」推進資材ワーキンググループ会議   
①  会議設置の目的 
    近年、栄養の偏りや不規則な食事による肥満、それらが原因と考えられる生活習慣病の増
加等、食事内容や食習慣に係る問題が指摘されている。特に、子どもたちは生涯にわたる健
康な身体づくりにつながる食生活を幼少の時から身につけておくことが必要であり、保護者
らには子どもたちを教育し見守っていくことが求められている。 
ところで「日本型食生活」とは、ごはん等を主食としながら主菜や副菜等を組み合せる食
事形態を実践することである。この食生活では、和・洋・中いずれのおかずも取り入れるこ
とが可能なだけでなく、栄養バランスにも優れていることから国際的にも評価が高まってお
り、まさに子どもたちの健康づくりに役立つ好ましい形態といえる。 
   そこで、本ワーキンググループでは、子どもたちや保護者らに日本型食生活の理解を通じ
てバランスよく食べる習慣を身につけてもらうと同時に、食を支える農業の大切さも知って
もらうことを目的とした資材を作成し、様々な機会に広く提供することとした。（ワーキング
グループ会議設置要領の内容を一部改変）  
   
②  取り組み内容 
   「日本型食生活」推進資材として、JAグループ山形オリジナルのランチョンマットを製作
することになった。以下の会議構成機関と団体が参集し、ランチョンマットのデザインだけ
でなく、その活用方法に関して２回の会合やメール審議を通じて検討を重ねた。 
 
③ 会議構成機関・団体 
・JAグループ山形（JA山形中央会、JA全農山形、JA共済連山形、農林中央金庫） 
・山形県農林水産部、県健康福祉部、県子育て推進部 
・山形県教育庁 スポーツ保健課 
・㈱大風印刷営業企画事業部内「ガッタハウス」 
・山形県立米沢栄養大学 
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２．経過 
（1）平成 31年 2月 19日：第１回ワーキンググループ会議 
 ・製作依頼先と経費負担元の確認 
   依頼先はガッタハウスとし、経費は県農協農政対策本部で負担することとした。 
 ・デザインの内容の検討 
    資材はランチョンマットとし、教育施設や家庭で長く使用してもらえるように、持久
性や撥水性がある特殊な紙を用いて両面印刷することにした。子どもたちの興味関心を
引きつける方法として JAグループ山形がイベント等で利用しているキャラクタ 「ーオコ
メンジャー」を採用することにした。 
 ・ターゲットの選定 
   幼稚園児や保育園児、及び小学校の低学年を対象にした内容にすることにした。 
 ・その他 
    教育施設や家庭で活用する場合、教育者や保護者らからの説明があれば一層の教育効
果が期待できることから、補助資料を添付することにした。 
 
（2）平成 31年 2月 20日～4月 11 日：メール審議 
 ・「ガッタハウス」がデザインを考案し、それをもとに意見交換を行った。 
 
（3）平成 31年 4月 12日：第 2回ワーキンググループ会議 
 ・デザインの最終決定 
   以下に示したデザイン（表面：１種類、裏面２種類）と補助資料に決定した。 
 ・活用場面の提示 
    会議構成各機関・団体から配布や活用可能な場面として、未就学児や保護者等を 
対象にしたイベント、健康フェア、子ども食堂、県下の小学校の新１年生保護者向  
け試食会等が提示された。 
    
３．「日本型食生活」推進資材：ランチョンマット 
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